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第 8 章 
山と川の景観ゾーン 

（玖北地域） 
の景観形成方針 

 

１．景観特性と景観まちづくりの課題 

２．景観形成の目標 

３．景観形成方針 
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山と川の景観ゾーン（玖北地域）の景観形成方針第８章 

１．景観特性と景観まちづくりの課題 

山と川の景観ゾーン（玖北地域）は、中国山地の山々と錦川本流や支流、小瀬川等がつくる「山と川」を基調とした景観ゾーンとなっています。 

山と川の景観ゾーン（玖北地域）全体における景観特性と景観まちづくりの課題を、「自然」「歴史・文化」「生活・生産」の３つの視点から示します。 
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山と川の景観ゾーン（玖北地域）の景観形成方針第８章 
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山と川の景観ゾーン（玖北地域）の景観形成方針第８章 
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山と川の景観ゾーン（玖北地域）の景観形成方針

２．景観形成の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山と川の景観ゾーンでは、中国山地を流れる錦川や小瀬川等の清流と両岸に迫る緑の

山々が一体となった自然景観を守り育てるとともに、豊かな自然環境の中で営まれてきた

人々の暮らしと山代街道や岩国往来等の旧街道に沿った史跡やまちなみ、山代神楽等の歴

史・文化が調和する景観づくりをめざします。 

（木谷渓） （広瀬のまちなみ） 

（ピュアラインにしき） （東谷の棚田とそば畑） 

人々の生活・生産 

自然 歴史・文化 
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第８章 

３．景観形成方針  

景観形成の目標の実現に向けて、山と川の景観ゾーン（玖北地域）の景観形成方針を自然、歴史・

文化、生活・生産の視点から示します。 

 

方針１ 豊かな自然を守り・活かす 

○寂地山、羅漢山を中心とした山並みと山林を守り、豊かな自然を感じられる景観を守り育て、活

用する景観づくりをめざします。 

○錦川、宇佐川、本郷川、生見川、御庄川、小瀬川等の連なりのある河川や、山と川が織りなす渓

谷、弥栄湖周辺の水辺の景観を守り育て、活用する景観づくりをめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○河川争奪により形成された地形等の自然景観を伝え、活用する景観づくりをめざします。 

○向峠地区、渋前地区では、河川争奪に伴う特徴的な地形が見られ、自然の成り立ちや眺望点等の

情報発信を行うとともに、周辺の自然景観と調和する農村景観や向峠神楽等の歴史文化景観の保

全をめざします。 

 

 

 

 

 

 

幹線道路沿いの屋外

広告物の位置や形態

意匠、色彩等を誘導

し、良好な沿道景観の

形成に努めます。 

建築物や工作物の高

さ、形態意匠、色彩等

に配慮し、周辺の豊か

な自然と調和した景

観を守り育てます。 

無秩序な開発の抑制

に努め、優れた自然景

観や棚田景観を守り

ます。 

中国山地から連なる

山並みと豊かな山林

を守り育てます。 

国道や錦川清流線の

車窓からの眺めを楽

しむことができる錦

川の変化に富んだ流

れ、両岸に連なる山々

が織りなす渓谷美を

守ります。 

河川等の整備におい

ては、周辺景観との調

和に配慮するととも

に、潤いある親しみや

すい水辺空間の創出

をめざします。 

向峠の農村 向峠神楽（山代神楽） 渋前の農村 

玖北地域の景観形成のイメージ（錦川清流線からの眺め） 
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山と川の景観ゾーン（玖北地域）の景観形成方針

 

方針２ 歴史文化を未来へつなぐ 

○地域で守り育てられた山代神楽等の伝統芸能を継承し、中山間地域の農業と里山の景観とともに

未来へつないでいくことをめざします。 

○広瀬地区、本郷地区の伝統的なまちなみや、歴史的街道等の景観資源を守り育て、活用する景観

づくりをめざします。 

○鉱山跡の産業遺産を維持・保全するとともに、景観資源の活用によるにぎわいの創出をめざしま

す。 

○悠久の時を経て受け継がれてきた社寺等の歴史的景観資源や祭事、伝統行事を守り伝える景観づ

くりをめざします。 

○広瀬地区、本郷地区は、山代街道や岩国往来の宿場町としての面影を今に残す歴史的建築物が残

されており、これらを積極的に活用するとともに、周辺の景観づくりに努めることで地域の活性

化をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

広瀬のまちなみ まちぐるみ博物館（広瀬） 本郷のまちなみ 
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第８章 

 

方針３ 快適なまちを守り・創る 

○錦川清流線、国道187号、国道434号、中国自動車道からの眺望景観を守り育て、活用するとと

もに、道の駅、休養保養施設等が自然景観と調和した景観づくりをめざします。 

○社会基盤の整備にあたっては、周辺景観との調和に配慮し、質の高い快適な景観形成をめざしま

す。 

○地域の祭りやイベント等を通じて、地域の連携や都市等他地域との交流を図る景観づくりをめざ

します。 

○中山間地域の棚田等の水田や畑地の景観を守り育てるとともに、里山や林の景観の保全と活用を

めざします。 

○本谷地区では、豊かな自然環境の中に棚田や集落が形成されており、周辺の自然景観に調和する

農村景観を守り育てるとともに、山代本谷神楽等の歴史文化景観の保全をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本谷の棚田 美和サンチャロウ祭り 上沼田神楽（山代神楽） 
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山と川の景観ゾーン（玖北地域）の景観形成方針
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・山並みと谷底を流れる河川、河川沿いの水田や畑、山の斜面の

棚田等が調和した景観を守り育てます。 

景観形成方針図 

地形模式横断図 

凡 例

基調となる景観（土地利用）

市街地

農地

森林

景 観 軸

河川軸

稜 線（山並み）

地域で親しまれている景観資源

山の景観資源

川の景観資源

まちの景観資源

農地の景観資源

歴史・文化の景観資源

基本情報

市役所・総合支所・支所

道路

鉄道

河川

都市計画区域

県立自然公園

国定公園

旧街道

旧山陽道

旧岩国往来

旧山代街道


